
出席の状況
会員数　55名（内出席免除　２名）　出席者数　41名　　欠席者数　14名
出席率　75.93％　　前々回訂正　83.64％　　　　
欠席者　福元，原田，樋口，加戸，金子，川本，菊井，森本，大賀，鈴木，槌田，山田，横山，（渡辺）

会 長 報 告  会　長　岡　本　和　夫
　皆さん、こんばんは。今宵は我が岡山北西RCの創立26周年記念となります第1l37例会であ
ります。 ともに創立を祝おうとお集まりいただいた会員の皆さんならびに奥様方には、心より御礼
を申し上げます。
　クラブの勢いを示す指標として、会員数とホームクラブの出席率が挙げられます。この二つの
数値は毎月のガバナー月信で、他のクラブの状況とともに知ることができます。創立以来50名強の会員数を維持
してきた御蔭で、地区内でも上位のグループに位置しています。このことは、創立会員をはじめ各年齢層にわたる
会員の皆さんのクラブを良くしていこうと思う努力の賜であると存じます。改めて御礼を申し上げます。
　１ヶ月後のIMでは、「地域社会に頁献する奉仕活動」をテーマとして取り上げ、広くロータリアンの意見・思いを
発表していただきますが、このIMを機に、もう一度ロータリーを思い起こし、奉仕の理想を実践していって欲しいと
思います。

幹 事 報 告 幹　事　末　吉　賢　多
① 第８・９グループＩＭの出席につきまして、まだご返信戴いてない方がおられま
す。早めのご返信をお願い致します。
② 5月20日・21日の京都朱雀ＲＣ様との友好親睦旅行のご案内をお配りいたしており
ます。ご家族も含め多くの皆様のご参加をお待ちいたしております。

創立記念夜間例会
◎会長挨拶
　人生を振り返ってみますと、どなたも転換点、転機となる出来事や人物をお持ち
と思います。恩師であったり、友人であったり、また入社してからは上司であったり
と、ロータリー入会もその一つではないでしょうか。週に一度同じ所に集まって食
事を共にする、こういう関係は、ある意味家族以上の絆を生んでいるのは確かで、ロータリーライフ
が生活の中で主たる位置を占めている会員も多いと存じます。
　私事ですが、11年前の創立記念夜間例会を思い出します。入会して２回目の例会が創立記念夜間例
会でした。妻と二人で緊張した面持ちで参加し、女性コーラスを聴いたことを昨日のことのように思
い出します。本日も音楽です。ロータリーに因んだベートーベン作曲の「エグモント序曲」を用意しま
した。乾杯のあと、皆さんでお聴きください。今宵は創立を祝い、大いに楽しみましょう。

◎年代別スピーチ（50代） 鴨井　利典  会員
　今日は、このような創立記念年代別スピーチのトリを務めさせていただくことが
できたのも、同伴している妻の内助の功のおかげだと思っています。
　先日の西大寺会陽において枝宝木を獲得したことの祝儀としてスマイルをして
いただけると幸いです。
　私も来月で56歳になります。あと数年で還暦を迎えますが、その頃も宝木を追い求めているかもし
れません。とにかく元気で、このクラブで還暦を迎えたいと思います。
　創立会員をはじめとする諸先輩方がもれなく100歳までがんばっていただき、このクラブの平均年
齢が高くなっても、「とにかく元気が良いクラブだ」との魅力が発信していけるようになることを祈
念しています。

◎親睦活動委員会委員長挨拶 岡本　浩三  会員
　創立記念夜間例会にご出席の皆様、有り難う御座います。また会員ご婦人の皆様
も華を添えて戴き、会員と共に祝福のこと、誠に有り難う御座いました。御家族の皆
様のお支えで今日が有るものと、感謝申し上げます。
　本日はアトラクションとして、作陽音楽大学ご出身のお二人に依るピアノ演奏、フルート演奏のコ
ラボで、穏やかな時間を楽しんで戴きました。お気に召して戴きましたでしょうか。また“ロータリー
活動に思いを寄せて”の主題で木本会員、花房会員、鴨井会員のお三人にそれぞれ、含蓄あり、また楽
しいスピーチをお願い致し誠に有り難う御座いました。親睦活動委員長としてお礼申します。
　終宴は、ご出席会員、ご婦人、ゲストの59名の全員で親睦を深める“手に手つないで”大きな輪をつ
くり、歌って戴きました。今後も前進する北西ロータリークラブの絆を確信し、楽しい宴を終宴と致
しました。親睦活動委員としてご協力に感謝、お礼を申し上げます。有り難う御座いました。

インターアクトクラブからの報告 インターアクト委員長　日　笠　常　信
　昨年11月23日に第40回岡山県インターアクト指導者講習会が理大中高でありました。
　その際、先の熊本地震に遭遇した2720地区（大分県熊本県）のインターアクター向けの応援
メッセージのＤＶＤを作成し、2720地区の各インターアクトクラブに贈呈しました。

◎年代別スピーチ「いつの間にやら25年」（60代） 花房　茂  会員
　早いもので、 北西ロータリークラブに所属して26年目になります。
　では創立会員かといえば、そうではありません。しかしチャーターナイトには出席
しました。 チャーターメンバーではあるが創立会員ではないという、少し変わった
経歴のようです。なぜそうなったかは、未だに定かではありません。
　入会の動機もあまり前向きとは言えず、又、創立会員の中で知った顔も殆んどおらず、最初の頃は
毎週の例会が苦痛であったように思います。
　入会後しばらくして、歓迎会を開いて頂きました。その時、故梶谷初代会長が「花房さん、一緒に頑
張ろう」と温かい手で握手をして下さり、大いに感激したことを今でも鮮明に覚えています。唯、ご本
人はその時酔っ払っていて、余り記憶にないと後で言われましたが、その後ゴルフ同好会にお誘いい
ただいたり、創立会員の方々のお気遣いに助けられたりしながら、少しずつクラブになじんでいった
ように思います。
　最近、新しい会員が入会されていますが、 ロータリーとは一体何なのかとか、例会があまり楽しく
ないとか、そのような事を感じたら、気兼ねなく色々な方に相談される事をお勧めします。私のよう
な人間でも、アドバイスを頂いたり、勇気づけられたりして、25年も在籍できたのですから。　　　
◎年代別スピーチ（70代） 木本　克彦  会員
　今日は創立会員の一人として、「奉仕の理想」に関する考察をお話したいと思いま
す。「奉仕の理想」はあまり馴染みがない言葉ですが、日本最初のロータリークラブの
創立に貢献した米山梅吉が「Ideal of Service」を直訳したものだと、ロータリー綱領
の中に書かれてあります。「奉仕の理想」という言葉を英語圏の人でもわかるような
共通概念で表現できないかと探求してみました。
　「Service」の動詞が「Serve」ですが、「Serve」とは人や地域などにニーズがあり、そのニーズを満た
すための行為をいいます。よって、「Serve」するためには、まずニーズが必要となります。テニスにお
けるサーブも相手が受けようと待っていてくれるから打ち込むことができます。
　「Ideal」とは、理想や極致という言葉が相当しますが、物事の完成度や成熟度が最高ランクのもの
を指します。
　「Ideal of Service」とは、人や地域のニーズを正しく汲み取り、そのニーズを理想的なかたちで満た
すことがすなわち「奉仕の理想」と解釈し、自分なりに納得しました。
　孔子の論語に「子貢、問いて曰く、一言にして以て終身之を行う可き者有りや。子曰く、其れ恕か。己
の欲せざる所は、人に施すこと勿れ。」（大意）「子貢がたずねた。ただ一言で生涯の行為を律すべき言
葉がございましょうか。先師がこたえられた。それは恕だろうかな。自分にされたくないことを人に
対して行なわない、というのがそれだ。」とありますが、「奉仕の理想」はその「恕」の意味合いに近いの
ではないかと思います。
　「恕」という字は「如」の下に「心」と書きますが、「如心」とは、自分の心の如く人の心が手に取るよう
にわかることを言い、また、「女」の「人」の口は、他の心をのみ込むという文字になっており、男はそう
いったことが不得意だから女偏になったと言われています。
　「奉仕の理想」の概念は孔子の言う「恕」の意味合いに近いということと、女性の心は男性を見透か
しているという意味において、恐怖であるということを最後にお話させていただき、この度のスピー
チの責任を果たしたいと思います。
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会員の皆さんのクラブを良くしていこうと思う努力の賜であると存じます。改めて御礼を申し上げます。
　１ヶ月後のIMでは、「地域社会に頁献する奉仕活動」をテーマとして取り上げ、広くロータリアンの意見・思いを
発表していただきますが、このIMを機に、もう一度ロータリーを思い起こし、奉仕の理想を実践していって欲しいと
思います。

幹 事 報 告 幹　事　末　吉　賢　多
① 第８・９グループＩＭの出席につきまして、まだご返信戴いてない方がおられま
す。早めのご返信をお願い致します。
② 5月20日・21日の京都朱雀ＲＣ様との友好親睦旅行のご案内をお配りいたしており
ます。ご家族も含め多くの皆様のご参加をお待ちいたしております。

創立記念夜間例会
◎会長挨拶
　人生を振り返ってみますと、どなたも転換点、転機となる出来事や人物をお持ち
と思います。恩師であったり、友人であったり、また入社してからは上司であったり
と、ロータリー入会もその一つではないでしょうか。週に一度同じ所に集まって食
事を共にする、こういう関係は、ある意味家族以上の絆を生んでいるのは確かで、ロータリーライフ
が生活の中で主たる位置を占めている会員も多いと存じます。
　私事ですが、11年前の創立記念夜間例会を思い出します。入会して２回目の例会が創立記念夜間例
会でした。妻と二人で緊張した面持ちで参加し、女性コーラスを聴いたことを昨日のことのように思
い出します。本日も音楽です。ロータリーに因んだベートーベン作曲の「エグモント序曲」を用意しま
した。乾杯のあと、皆さんでお聴きください。今宵は創立を祝い、大いに楽しみましょう。

◎年代別スピーチ（50代） 鴨井　利典  会員
　今日は、このような創立記念年代別スピーチのトリを務めさせていただくことが
できたのも、同伴している妻の内助の功のおかげだと思っています。
　先日の西大寺会陽において枝宝木を獲得したことの祝儀としてスマイルをして
いただけると幸いです。
　私も来月で56歳になります。あと数年で還暦を迎えますが、その頃も宝木を追い求めているかもし
れません。とにかく元気で、このクラブで還暦を迎えたいと思います。
　創立会員をはじめとする諸先輩方がもれなく100歳までがんばっていただき、このクラブの平均年
齢が高くなっても、「とにかく元気が良いクラブだ」との魅力が発信していけるようになることを祈
念しています。

◎親睦活動委員会委員長挨拶 岡本　浩三  会員
　創立記念夜間例会にご出席の皆様、有り難う御座います。また会員ご婦人の皆様
も華を添えて戴き、会員と共に祝福のこと、誠に有り難う御座いました。御家族の皆
様のお支えで今日が有るものと、感謝申し上げます。
　本日はアトラクションとして、作陽音楽大学ご出身のお二人に依るピアノ演奏、フルート演奏のコ
ラボで、穏やかな時間を楽しんで戴きました。お気に召して戴きましたでしょうか。また“ロータリー
活動に思いを寄せて”の主題で木本会員、花房会員、鴨井会員のお三人にそれぞれ、含蓄あり、また楽
しいスピーチをお願い致し誠に有り難う御座いました。親睦活動委員長としてお礼申します。
　終宴は、ご出席会員、ご婦人、ゲストの59名の全員で親睦を深める“手に手つないで”大きな輪をつ
くり、歌って戴きました。今後も前進する北西ロータリークラブの絆を確信し、楽しい宴を終宴と致
しました。親睦活動委員としてご協力に感謝、お礼を申し上げます。有り難う御座いました。

インターアクトクラブからの報告 インターアクト委員長　日　笠　常　信
　昨年11月23日に第40回岡山県インターアクト指導者講習会が理大中高でありました。
　その際、先の熊本地震に遭遇した2720地区（大分県熊本県）のインターアクター向けの応援
メッセージのＤＶＤを作成し、2720地区の各インターアクトクラブに贈呈しました。

◎年代別スピーチ「いつの間にやら25年」（60代） 花房　茂  会員
　早いもので、 北西ロータリークラブに所属して26年目になります。
　では創立会員かといえば、そうではありません。しかしチャーターナイトには出席
しました。 チャーターメンバーではあるが創立会員ではないという、少し変わった
経歴のようです。なぜそうなったかは、未だに定かではありません。
　入会の動機もあまり前向きとは言えず、又、創立会員の中で知った顔も殆んどおらず、最初の頃は
毎週の例会が苦痛であったように思います。
　入会後しばらくして、歓迎会を開いて頂きました。その時、故梶谷初代会長が「花房さん、一緒に頑
張ろう」と温かい手で握手をして下さり、大いに感激したことを今でも鮮明に覚えています。唯、ご本
人はその時酔っ払っていて、余り記憶にないと後で言われましたが、その後ゴルフ同好会にお誘いい
ただいたり、創立会員の方々のお気遣いに助けられたりしながら、少しずつクラブになじんでいった
ように思います。
　最近、新しい会員が入会されていますが、 ロータリーとは一体何なのかとか、例会があまり楽しく
ないとか、そのような事を感じたら、気兼ねなく色々な方に相談される事をお勧めします。私のよう
な人間でも、アドバイスを頂いたり、勇気づけられたりして、25年も在籍できたのですから。　　　
◎年代別スピーチ（70代） 木本　克彦  会員
　今日は創立会員の一人として、「奉仕の理想」に関する考察をお話したいと思いま
す。「奉仕の理想」はあまり馴染みがない言葉ですが、日本最初のロータリークラブの
創立に貢献した米山梅吉が「Ideal of Service」を直訳したものだと、ロータリー綱領
の中に書かれてあります。「奉仕の理想」という言葉を英語圏の人でもわかるような
共通概念で表現できないかと探求してみました。
　「Service」の動詞が「Serve」ですが、「Serve」とは人や地域などにニーズがあり、そのニーズを満た
すための行為をいいます。よって、「Serve」するためには、まずニーズが必要となります。テニスにお
けるサーブも相手が受けようと待っていてくれるから打ち込むことができます。
　「Ideal」とは、理想や極致という言葉が相当しますが、物事の完成度や成熟度が最高ランクのもの
を指します。
　「Ideal of Service」とは、人や地域のニーズを正しく汲み取り、そのニーズを理想的なかたちで満た
すことがすなわち「奉仕の理想」と解釈し、自分なりに納得しました。
　孔子の論語に「子貢、問いて曰く、一言にして以て終身之を行う可き者有りや。子曰く、其れ恕か。己
の欲せざる所は、人に施すこと勿れ。」（大意）「子貢がたずねた。ただ一言で生涯の行為を律すべき言
葉がございましょうか。先師がこたえられた。それは恕だろうかな。自分にされたくないことを人に
対して行なわない、というのがそれだ。」とありますが、「奉仕の理想」はその「恕」の意味合いに近いの
ではないかと思います。
　「恕」という字は「如」の下に「心」と書きますが、「如心」とは、自分の心の如く人の心が手に取るよう
にわかることを言い、また、「女」の「人」の口は、他の心をのみ込むという文字になっており、男はそう
いったことが不得意だから女偏になったと言われています。
　「奉仕の理想」の概念は孔子の言う「恕」の意味合いに近いということと、女性の心は男性を見透か
しているという意味において、恐怖であるということを最後にお話させていただき、この度のスピー
チの責任を果たしたいと思います。

－３－

本日のメニュー（２月27日）　
焼　物　ピーチポークの西京焼　甘長獅子唐焼浸し　菊蕪
小　皿　蟹味噌豆腐　セルフィーユ　卸し生姜　美味出し
造　り　鰤又は勘八　鮪　妻一式　県産昔醤油
御　飯　じゃこ山椒御飯（岡山県産こしひかり）　　　赤出汁　三種盛り　　　香物　三種盛り

次回のメニュー（３月６日（ヘルシーメニュー））　
真鯛、海老、帆立貝柱のポワレとマリネした野菜　春菊のピュレ
キヌアとアボカドのサラダ　　　苺のデグリネゾン　　　コーヒー　　　パンとバター

　　会報部会／日笠伸之・原　全伸・小菅英司
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ピアノ・フルート演奏

閉会挨拶 「手に手つないで」合唱
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